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飛

鳥

仏

教

雑

芳

田

村

闘

澄

日

次

間三二一

憲
法
十
七
条
と
神
砥
祭
拝

「
篤
敬
三
宝
」
に
つ
い
て

聖
徳
太
子
の
仏
教
受
容

仏
教
受
容
の
三
つ
の
型

憲

法

＋

七

条

と

神

祇

祭

拝

明
治
二
十
六
年
の
刊
行
に
か
か
る
有
賀
長
雄
博
士
の
『
日
本
古
代
法
耀
義
』
は
、
第
一
章
を
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
の
解
説
に
あ
て
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
憲
法
十
七
条
に
対
す
る
「
歴
史
上
ヨ
リ
」
の

「
批
評
」

を
試
み
た
部
分
は
、

創
見
に
富
み
、

爾
後
の
憲
法
十
七
条
研
究
に

も

多
く
の
示
唆
を
与
え
た
が
、

と
く
に
有
賀
博
士
は
、

憲
法
十
七
条
を
通
じ
て
、

神
抵
祭
拝
に
つ
い
て
全
く
及
ん
で
い
な
い
こ
と
に
注
意

し
、
「
十
七
保
之
中
無
一
一
崇
一
明
敬
祭
之
俊
二
蔑
レ
一
柳
之
胸
臆
可
レ
見
」
（
谷
川
士
清
の
『
書
紀
通
謹
』
所
引
の
『
暦
史
略
』
の
言
葉
）
を
挙
げ
て
い

る。

た
と
え
ば
平
田
篤
胤
も
、

A
W

ル
サ

イ
フ
、
制
同
ヲ
御
定
メ
ナ
サ
レ
タ
ガ
、
多
ク
ハ
漢
様
ノ
胸
ワ
ロ
キ
事
パ
カ
リ
デ
、
煩
ク
ウ
ツ
ト
シ
イ
ガ
、
・
・
・
・
第
二
保
ニ
篤
敬
三
貧
・
・
・
・
ト
、

乙
の
点
は
、
は
や
く
か
ら
国
学
者
の
注
目
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
厩
戸
ノ
皇
子
ノ
、
十
七
ケ
保
憲
法
ト

飛
鳥
仏
教
雑
考

」 a，、、



飛
鳥
仏
教
雑
考

ノ＼

四

4tf
サ

カ

ゴ

ザ

ル

悌
法
ノ
事
ヲ
パ
、
ヵ
ヤ
ウ
ニ
事
々
シ
ク
御
カ
キ
ナ
サ
レ
タ
ナ
レ
ド
モ
、
紳
ノ
御
事
ヲ
パ
、
少
モ
宜
ハ
ズ
、
全
ク
ト
イ
へ
パ
御
不
坪
デ
ム
」
と
述

べ
て
い
れ
戸
有
賀
博
士
の
指
摘
は
、
国
学
者
流
の
見
解
を
嗣
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
時
代
以
降
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
聖
徳
太

子
を
弁
護
す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
内
藤
湖
南
博
巧
や
黒
板
勝
美
博
五
は
、
聖
徳
太
子
に
神
稿
祭
一
肥
の
事
実
を
認
め
、
太
子
が
仏

教
と
共
に
神
掘
を
も
保
護
し
た
点
を
強
調
し
て
い
る
。
や
や
異
色
の
あ
る
の
は
、
三
浦
周
行
博
士
の
所
論
で
あ
る
。
三
浦
博
士
に
よ
れ
ば
、
憲

法
十
七
条
中
、
神
抵
祭
拝
に
つ
い
て
の
一
条
が
な
い
の
は
、

「
敬
神
派
は
悌
教
に
劃
し
て
、
全
く
理
解
が
な
く
、
血
を
流
し
て
争
ふ
程
、
和
融

の
精
神
に
触
け
て
居
た
か
ら
、
高
n畠
n
此
事
に
及
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
。

も
っ
と
も
三
浦
博
士
も
、
書
紀
の
推
古
天
皇
十
五
年

条
に
基
づ
い
て
、
聖
徳
太
子
に
神
施
祭
拝
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
憲
法
十
七
条
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
聖
徳
太
子

が
、
「
是
迄
の
因
襲
を
打
破
し
て
、
改
革
の
目
的
を
達
成
せ
ん
が
矯
め
に
は
、

寧
ろ
歴
史
論
を
避
け
て
、

純
理
論
よ
り
す
る
の
を
便
宜
と
さ
れ

た
」
結
果
、
意
識
的
に
、
神
祇
祭
拝
に
触
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。

憲
法
十
七
条
に
、
敬
神
の
条
が
な
い
の
は
、
憲
法
十
七
条
の
性
質
か
ら
し
て
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
、
と
し
た
の
は
辻
善
之
助
博
士
で
あ
っ

問
「
辻
博
士
に
よ
れ
ば
、
憲
法
十
七
条
は
、
「
闘
民
道
徳
の
教
科
書
」
で
は
な
く
、
「
常
時
の
朝
臣
へ
の
訓
誠
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
く
に
憲
法

の
中
に
簡
条
を
設
け
て
ま
で
、
神
祇
祭
拝
を
勧
め
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
徳
太
子
に
神
祇
祭
拝
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
推
古
天
皇
十
五
年
条
が
語
っ
て
い
る
。

大
正
年
代
に
書
か
れ
た
著
名
な
歴
史
家
の
聖
徳
太
子
論
l
！
と
く
に
神
祇
に
関
し
て
ー
ー
は
、

各
人
各
様
で
あ
る
。
内
藤
・
黒
板
両
博
士

は
、
憲
法
十
七
条
と
神
祇
祭
紀
と
の
関
連
に
は
論
及
し
て
い
な
い
が
、
三
浦
博
士
に
よ
れ
ば
政
策
的
に
、
ま
た
辻
博
士
に
よ
れ
ば
改
め
て
勧
め

る
ま
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
憲
法
十
七
条
に
は
神
祇
祭
拝
の
条
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
聖
徳
太
子
自
身
に
、
自
主
的
な
敬
神
の
事

実
を
認
め
る
点
で
は
、
四
博
士
と
も
一
致
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
聖
徳
太
子
の
神
祇
祭
拝
の
一
事
実
を
一
不
す
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
依
用
さ
れ
る
の
は
書
紀
の
推
古
天
皇
十
五
年
条
の
記
事
で
あ
る
。



す
な
わ
ち
、
「
詔
日
、
朕
聞
之
、
嚢
者
我
皇
祖
天
皇
等
宰
レ
世
也
、
踊
レ
天
商
レ
地
、
敦
瞳
ニ
紳
祇
一
、
周
洞
－
一
山
川
一
、
幽
通
＝
乾
坤
－
、
是
以
陰
陽
開

和
、
造
佑
共
調
、
今
営
＝
朕
世
二
祭
一
一
把
神
瓶
二
宣
有
レ
怠
乎
、
故
群
臣
共
矯
渇
レ
心
、
宜
レ
拝
－
－
紳
紙
一
」
。
こ
の
詔
が
出
さ
れ
た
の
は
二
月
九
日

で
あ
る
が
、
同
十
五
日
条
に
、
「
皇
太
子
及
大
臣
率
＝
百
寮
－
、
以
祭
一
一
拝
紳
祇
こ

と
記
さ
れ
て
あ
る
（
二
月
十
五
日
は
、
周
知
の
よ
う
に
釈
迦

浬
襲
の
自
に
当
た
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
）
。

と
こ
ろ
で
津
田
博
士
は
、

推
古
天
皇
十
五
年
条
に
見
え
る
神
幅
祭
拝
の
詔
と
そ
れ
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
、

「
紳
祇
の
拝
祭
は
民
族
的
風

習
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
一
定
の
場
合
に
一
定
の
儀
躍
を
行
ふ
の
で
あ
っ
て
、
朝
廷
に
於
い
て
も
そ
れ
に
従
っ
て
神
事
の
行
は
れ
て
い
た
こ
と

が
、
後
の
制
度
か
ら
も
、
遺
存
す
る
視
詞
な
ど
か
ら
も
、
推
知
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
漠
然
た
る
意
味
で
か
か
る
拝
祭
が
あ
っ
た

と
は
信
じ
難
い
」
と
し
、
推
古
天
皇
二
年
条
の
三
宝
興
隆
の
詔
命
と
と
も
に
、

「
机
上
の
製
作
」
と
さ
れ
る
。
で
は
、
何
故
に
書
紀
の
編
者
は

「
神
道
と
仏
法
と
を
両
立
せ
し
め
る
、
思
想
か
ら
、
仏
教
に
関
す
る
記
載
の

円

e）

多
い
の
に
対
し
て
、
神
道
に
縁
由
の
あ
る
こ
と
を
載
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
」
。

か
か
る
記
事
を
造
作
し
た
の
で
あ
る
か
。
津
田
博
土
に
よ
れ
ば
、

し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
欽
明
天
皇
の
代
の
仏
教
伝
来
以
降
、
推
古
天
皇
に
至
る
ま
で
の
約
半
世
紀
余
り
の
問
、
執
劫
な
妨
害
や
迫
害
に
も

屈
せ
ず
、
終
始
、

仏
教
受
容
に
積
極
的
な
努
力
を
致
し
た
の
は

「
大
臣
」
蘇
我
民
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
崇
峻
天
皇
即
位
の
前
年
（
五
八
七
）

に
、
排
仏
派
の
巨
頭
で
あ
る
「
大
連
」
物
部
民
が
滅
び
る
と
、
仏
法
興
隆
は
時
の
勢
い
に
な
っ
た
。
蘇
我
馬
子
の
発
願
に
か
か
る
法
興
寺
が
、

飛
鳥
の
京
に
建
立
さ
れ
、
族
長
た
ち
も
法
興
寺
に
倣
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
私
寺
」
を
建
立
し
た
が
、
推
古
天
皇
二
年
（
五
九
四
）
の
三
宝
興

隆
の
詔
は
、
か
か
る
現
実
を
承
認
す
る
形
で
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
欽
明
天
皇
以
降
の
歴
代
天
皇
は
、
蘇
我
民
を
先
頭
と
す
る
仏
教

受
容
｜
｜
「
一
ニ
宝
興
隆
」
｜
｜
の
動
き
を
前
に
し
て
、
中
立
的
傍
観
的
態
度
に
終
始
し
て
い
た
。
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、

「
大
臣
」
蘇
我
民

が
握
る
仏
法
興
隆
の
主
導
権
と
、

ふげ
v

飛
鳥
の
法
興
寺
は
蘇
我
民
の
権
力
の
象
徴
で
あ
り
、
族
長
た
ち
の
「
私
寺
」
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
が
、
し
か
し
推
古
天
皇
に
至
る
歴
代

諸
々
の
族
長
を
従
属
せ
し
め
る
蘇
我
民
の
政
治
権
力
と
は
、

表
裏
一
体
の
関
係
を
な
し
て
い
た
こ
と
で
あ

飛
鳥
仏
教
雑
考

六
五



飛
鳥
仏
教
雑
考

六
六

天
皇
は
、
法
興
寺
に
比
肩
し
う
る
よ
う
な
「
官
寺
」
を
も
た
な
か
っ
た
。
か
く
見
れ
ば
、
推
古
天
皇
十
五
年
の
神
植
祭
拝
の
詔
は
、
仏
法
興
隆

に
支
持
さ
れ
た
蘇
我
民
に
対
す
る
、
天
皇
の
「
公
的
」
な
立
場
か
ら
の
反
撃
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
仏
教
と
神
道
と
が
原
理
的
に
相
い
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
十
七
条
の
非
神
道
的
性
格
も
、
こ
の
点
に
遡
っ
て
考
究
せ
ら
れ
る
べ
き

こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
村
岡
典
嗣
氏
で
あ
る
。
村
岡
氏
は
、
平
田
篤
胤
や
飯
田
武
郷
ら
の
国
学
者
の
説
を
享
け
、

「
十
五
年
（
推
古
天
皇
）

の
神
祇
拝
礼
の
事
が
、
思
ふ
に
反
対
派
の
敬
神
家
の
建
言
に
出
た
結
果
で
あ
り
、
之
を
以
て
太
子
に
帰
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

hu
し
ろ
公
平
な

る
判
断
と
し
て
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
思
ふ
」
と
述
べ
、

「
少
く
と
も
こ
の
事
を
以
て
太
子
の
敬
神
的
態
度
の
た
め
の
積
極
的
の
証
拠

と
な
す
事
は
妥
当
で
な
い
」
と
断
じ
、

さ
ら
に
、

「
十
五
年
の
神
祇
崇
礼
が
た
と
い
積
極
的
意
味
に
於
い
て
理
解
し
う
べ
し
と
し
て
も
、

そ
れ

は
決
し
て
十
七
条
憲
法
の
仏
教
と
相
容
る
べ
き
も
の
で
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
村
岡
氏
は
、
憲
法
十
七
条
の
基
調
が
儒
教
中
心
で
あ
る
と
す
る

久
米
邦
武
説
や
津
田
左
右
吉
説
を
斥
け
、
仏
教
思
想
が
そ
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

と
は
無
意
味
で
あ
り
、
神
道
的
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
こ
そ
そ
の
特
色
で
あ
る
」
と
結
論
さ
れ
勺

「
要
す
る
に
十
七
条
憲
法
か
ら
神
道
を
求
め
る
こ

村
岡
氏
が
、
仏
教
と
神
道
と
の
教
義
的
な
異
質
性
に
注
目
し
、
憲
法
十
七
条
に
は
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
に
、
神
祇
思
想
が
存
在
せ
ぬ
こ

と
を
論
証
さ
れ
た
の
は
、
結
果
的
に
、
有
賀
博
士
の
見
解
に
支
持
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
国
学
者
が
、

十
七
ケ
条
ニ
モ
宣
ハ
ヌ
ハ
、
何
ト
御
不
埼
デ
ア
ル
マ
イ
カ
」
と
い
う
よ
う
勺
崇
仏
を
、
聖
徳
太
子
の
「
私
的
」
な
意
志
に
帰
す
る
の
で
は
な

「
明
モ
紳
ノ
御
事
ヲ
パ
、

一
特
に
紳
道
が

説
か
れ
な
か
っ
た
事
は
む
し
ろ
当
然
で
、
し
い
て
神
道
を
憲
法
に
認
め
よ
う
と
す
る
が
如
き
は
殆
ん
ど
無
意
義
で
あ
る
」
と
い
う
よ
ね
ヤ
憲

く
、
村
岡
氏
の
場
合
、

「
仏
教
と
し
て
紳
祇
崇
拝
を
許
容
し
が
た
」
く
、

「
仏
教
を
本
質
と
せ
る
十
七
条
憲
法
」
に
お
い
て
、

法
十
七
条
の
非
神
祇
的
性
格
に
つ
い
て
の
論
理
的
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
憲
法
十
七
条
が
、
形
式
お
よ
び
内
容
に
お
い
て
、

「
法
律
」
で
は
な
く
「
道
徳
」
に
属
す
る
こ
と
は
、
有
賀
博
士
の
指
摘
以
地

す
で
に
遥
説
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



試
み
に
、
第
一
条
の
「
以
レ
和
為
レ
貴
、
無
レ
杵
為
レ
宗
」
を
例
に
と
れ
ば
、

「
和
」
は
道
徳
規
範
で
み
の
り
、
そ
の
価
値
実
現
の
た
め
の
自
主
的

努
力
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

乙
こ
で
説
か
れ
る
道
徳
規
範
は
、
た
と
え
ば
、

「
悲
を
絶
ち
眠
を
棄
て
て
、
人
の
違
ふ
巻
怒
ら
ざ
れ
」

（
第
十
条
）
や
、

「
嫉
妬
あ
る
こ
と
無
か
れ
」

（
第
十
四
条
）

の
よ
う
に
、
ひ
ろ
く
「
人
間
」
一
般
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
が
、
し
か
し
具
体
性
を
も
っ
た
各
条
の
内
容
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
憲
法
十
七
条
は
畢
寛
古
代
天
皇
制
国
家

l
l天
皇
を
頂
点
と
す
る
中

央
集
権
体
制
ー
ー
に
お
け
る
官
人
の
道
徳
規
範
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
順
君
父
」

（
第
一
条
）
・
「
承
詔
必
謹
」

（
第
三
条
）

・
「
君
臣
有
礼
」

（
第
同
条
）

・
「
忠
於
君
」

（
第
六
条
）

・
「
早
朝
畏
退
」

（
第
八
条
）

「
背
私
向
公
」

（
第
十
五
条
）
な
ど
の
徳

「
臣
」
の
道
徳
規
範
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
十
二
条
の
「
国
蹄
三
一
君
－
、
民
無
＝
両
主
一
、
率
土
兆

民
、
以
レ
王
為
レ
主
」
と
あ
る
の
は
、
天
皇
支
配
の
基
盤
が
、
「
百
姓
」
（
博
訓
和
五
・
）
・
「
人
民
」

か
も
憲
法
十
七
条
は
、
こ
れ
ら
の
「
民
」
（
博
羽
一
世
内
献
．
）
を
支
配
す
る
と
乙
ろ
の
、

（
第
三
・
十
五
条
）
を
直
接
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

目
は
、

い
ず
れ
も
「
君
」
に
対
す
る

「
群
臣
」

世（

竿空
mt ノ、

暴き
「．に
君ーあ
」＃る

字詰踊手
二二：：：： L C 
条・ fヘを
六十第前
、ヘユ；問提
ζ不八5
対」J 、
すなし

「
臣
」
と
「
民
」
と
を
、

る
「
日
本
人
」
一
般
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
仏
教
者
の
論
著
に
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
仏
教
の
対
象
が
、
身
分
・
階

層
や
支
配
・
隷
属
の
関
係
を
捨
象
し
た
と
こ
ろ
の
、
「
人
」
（
博
一
わ
陀
一
片
山
子
鮎
・
）
・
「
凡
夫
」
（
第
十
条
）
で
あ
る
に
し
て
も
、

「
百
姓
」
を
直
接
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
「
群
卿
」
「
百
寮
」
（
第
四
・
八
・
十
四
条
）
で
あ
っ
た
。

ど
の
「
臣
」

憲
法
十
七

条
の
対
象
は
、

「民」

つ
ま
り
憲
法
十
七
条

乙
ま
、
t
l
 
「
絶
整
棄
欲
」

（
第
五
条
）
と
い
う
よ
う
な
、
人
間
一
般
に
妥
当
す
る
道
徳
規
範
や
、
ま
た
「
賞
罰
必
当
」

（
第
十
一
条
）

の
よ
う
な
官

人
の
道
徳
規
範
が
窺
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、

ζ

れ
ら
の
道
徳
規
範
が
並
列
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
承
詔
必
謹
」

「
背
私
向
公

」
の
古
代
天
皇
制
国
家
に
お
け
る
「
臣
道
」

（
第
五
・
十
五
条
）
が
、
憲
法
十
七
条
を
貫
く
基
調
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

憲
法
十
七
条
を
、
古
代
天
皇
制
国
家
に
お
け
る
「
君
」
に
対
す
る
「
臣
」
の
道
徳
規
範
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
に
神
祇
祭
拝
の
条

が
な
い
の
は
当
然
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

久
米
邦
武
の
指
摘
の
よ
う
に
、

「
神
道
は
宗
教
に
非
ず
、

故
に
誘
善
利
生
の
旨
な
し
、

只
天
を
祭

飛
鳥
仏
教
雑
考

ノ、
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八

り
、
撞
災
招
福
の
蹴
を
為
す
サ

rと
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
祭
天
の
古
俗
に
し
か
す
ぎ
ず
、
価
値
実
現
の
道
徳
規
範
を
含
ま
ぬ
神
植
は
、
そ
の

故
に
、
憲
法
十
七
条
の
内
に
、
み
ず
か
ら
の
占
め
る
べ
き
場
所
を
見
出
し
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

て
、
依
用
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
十
七
条
に
も
ら
れ
た
内
容
は
、

憲
法
十
七
条
の
本
質
は
、
古
代
天
皇
制
国
家
に
お
け
る
宮
人
の
道
徳
規
範
で
あ
り
、
仏
教
や
儒
教
は
、
か
か
る
道
徳
規
範
実
現
の
手
段
と
し

「
天
皇
家
の
政
治
理
想
」
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
い
】
仏
教
や
儒
教
の
役
割
は
、

乙
の
種
の
政
治
理
想
実
現
の
方
向
に
副
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ら
憲
法
十
七
条
の
中
に
、

「
神
を
駅
炉
す
る
」
こ
と
を
理
由
と
す
る
国
学
者
流
の
、
太
子
に
対
す
る
誹
詩
は
当
た
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
推
古
天
皇
十
五
年
紀
の
神

神
髄
崇
敬
の
条
が
な
い
の
は
、

聖
徳
太
子
自
身
に
お
け
る
神
括
崇
敬
の
念
の
有
無
と
、

直
接
関
係
は
な
い
。

－F
E

、aF
ナ
ケ
カ

誕
祭
拝
の
記
事
（
お
よ
び
憲
法
十
七
条
の
内
容
）
を
以
っ
て
、
た
だ
ち
に
太
子
の
敬
神
的
態
度
の
積
極
的
証
拠
と
な
し
え
ぬ
と
す
る
村
岡
民
の

説
も
、
当
を
え
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

蘇
我
民
が
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
を
と
る
「
仏
法
興
隆
」
と
、
そ
し
て
推
古
天
皇
の
詔
命
に
基
づ
く
「
神
稲
祭
拝
」
と
の
、
い
づ
れ
を
も
拒
み
担
え

て
そ
し
て
ζ

の
故
に
、
両
者
の
聞
に
は
さ
ま
れ
て
苦
悩
し
た
の
が
、
聖
徳
太
子
の
姿
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
匂

(4) (3) 

（
『
聖
徳

津
凶
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
、
一
二
ハ
一
良
。

拙
稿
「
飛
鳥
仏
教
の
隠
史
的
評
価
」
（
『
隠
史
学
研
究
』
二
三
一
号
所

載）
O

ωω
村
附
山
内
閥
「
態
法
十
七
条
の
研
究
」
（
『
日
本
思
畑
山
史
上
の
諸
問

題
』
所
収
）
。

有
賀
長
雄
『
日
本
古
代
法
釈
義
』
第
一
章
第
一
節
。

向
井
成
允
「
期
総
太
子
の
御
教
の
一
端
ー
一
・
小
野
清
一
郎
一
ー
憲
法
十

七
条
の
宗
教
的
基
礎
」
（
と
も
に
『
日
本
仏
教
の
除
史
と
理
念
』
所

収
）
・
金
子
大
栄
『
日
本
仏
教
史
観
と
第
一
篇
第
一
部
序
説
な
ど
。

註
川
川
平
田
篤
胤
『
出
定
笑
語
』

ω
内
藤
虎
次
郎
「
聖
徳
太
子
」

究
』
所
収
）
。

黒
板
勝
美
「
聖
徳
太
子
御
伝
」
（
大
正
十
五
年
）

三
浦
周
行
「
聖
徳
太
子
の
態
法
十
七
条
」
（
大
正
十
年
）

太
子
論
纂
』
所
収
）
。

辻
善
之
助
「
聖
徳
太
子
」

所
収
）
。

(7) (6) 

（
大
正
十
三
年
）

〈
『
日
本
文
化
史
研

(1由。。

(5) 

（
大
正
十
年
）

（
『
日
本
文
化
史
”
一
－
別
録



(1~ 

久
米
邦
武
「
神
道
は
祭
天
の
古
俗
’
一

文
化
全
集
』
思
想
篇
所
収
）
。

竹
内
理
三
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
第
I
部
内
二
頁
。

（
明
治
二
十
五
年
）

（
『
明
治

帥
拙
稿
「
裂
徳
太
子
の
苦
悩
」

収
）
。

（
司
読
史
会
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
所

(14) 

「
篇
敬
三
宝
」
に
つ
い
て

憲
法
十
七
条
の
中
の
「
篤
敬
三
賓
」
の
条
は
、
聖
徳
太
子
の
神
祇
不
拝
と
も
関
連
し
、
し
ば
し
ば
国
学
者
の
非
難
を
受
け
て
来
た
と
こ
ろ
で

「
乙
の
一
艇
の
み
、

乙
と
こ
と
し
く
挙
て
、
神
艇
の
事
は
、
憲
法
中
明
か
も
香
し
玉
は
す
、
い
か
に
も
嘆

い
み
じ
き
御
誤
也
」
と
批
判
し
て
い
る
。

かあ
はる
し。
きた
事と
なえ
りぱ
」飯

と固
い武
い？郷、v は
斉
藤
彦
麻
呂
も

「
か
く
三
貨
の
事
を
、

村
岡
典
嗣
民
は
、
儒
教
が
憲
法
十
七
条
の
中
心
的
思
組
で
あ
る
と
す
る
説
を
斥
け
、

「
十
七
僚
を
貫
い
て
そ
の
中
心
的
の
も
の
を
な
す
と
こ

「
太
子
の
仏
教
主
義
は
本
条
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
」
る
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

ろ
は
む
し
ろ
仏
教
思
想
で
あ
」
り
、
し
か
も
、

聖
徳
太
子
が
、
仏
教
受
容
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
太
子
に
と
っ
て
「
私
的
」
な
事
柄
で
あ
る
。

こ
の
「
私
的
」
な
仏
教
受
容
乃
至
仏
教
信
仰
を
、

「
公
的
」
な
憲
法
十
七
条
に
投
入
し
た
と
す
る
な
ら
、
国
学
者
流
の
非
難
を
拒
む
ζ

と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、

「
篤
敬
三
貴
」
条
の
設
定
は
、
太
子

ω
「
私
的
」
な
仏
教
信
仰
に
根
差
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
仏
」
と
は
開
悟
証
得
し
た
費
者
で
あ
り
、

「
法
」
と
は
覚
者
の
証
得
し
た
も
の
、
乃
至
証
得
せ
し
め
る
教
、

「
僧
」
と
は
覚
者
た
ら
ん
こ

と
を
志
す
修
道
者
の
集
団
、
と
考
え
れ
ば
、

こ
り
「
三
貧
」
は
、
た
と
え
ば
釈
迦
仏
と
そ
の
所
説
の
法
、
お
よ
び
そ
の
法
に
従
っ
て
修
行
す
る

僧
の
三
者
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
諸
仏
と
諸
仏
の
法
と
そ
の
法
を
修
す
る
僧
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
聖
徳
太
子
は
、

「
篤
敬
三
賞
」
の
内
容
と
し
て
、
如
何
伝
る
仏
・
法
・
僧
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

唯
だ
今
日
常
住
の
一
臆
を
蹄
依
の
極
と
脅
す
」
の
言
葉
が
引
証
さ
れ

ー
し
ご
こ
し
か
け

る
。
諸
仏
・
諸
仏
の
法
・
そ
の
法
を
修
行
す
る
僧
の
三
者
を
分
け
た
別
相
の
三
宝
は
、
教
佑
の
方
便
（
梯
撞
）
に
ほ
か
な
ら
ず
、
常
住
の
一
体

右
の
点
に
つ
い
て
、
「
昔
日
の
梯
慢
の
三
宝
は
、

乙
れ
究
寛
に
非
ず
、

飛
鳥
仏
教
雑
考

ノ、
九
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が
、
究
極
の
帰
依
処
で
あ
る
。
「
法
僧
の
二
賓
は
究
寛
に
非
ず
・
・
・
・
法
賓
の
極
は
唯
だ
法
身
に
あ
り
、
僧
は
究
意
に
非
ず
・
・
・
・
常
住
法
身
e
守
備

賓
と
露
一
台
。

「
篤
敬
三
賓
」
の
三
宝
は
、
だ
か
ら
、
仏
・
法
・
僧
の
別
相
三
宝
を
指
す
の
で
は
な
付
時
ま
し
て
仏
像
・
経
巻
・
僧
尼
の
住
持
三
宝
を
意
味

す
る
の
で
も
な
く
、
常
住
法
身
と
し
て
の
「
第
一
義
」
を
志
向
し
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
に
三
宝
｜
｜
「
常
住
法
身
」
ー
ー
に
対
す
る
帰
依
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。

ょ

た

だ

を
も
て
従
ひ
ぬ
、
其
れ
三
費
に
蹄
り
ま
つ
ら
ず
ば
、
何
を
以
て
か
桓
れ
る
ぞ
直
さ
む
」
。

つ
ま
り、ー寸
ー寸 A.・

改 St~~
悪だは
Qf 悪
苦？し
」）．

完! 
め鮮す
tそしま

ー「

篤
敬

賓
」ー

能
く
教
ふ
る

が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
篤
敬
三
賓
」
の
実
践
目
標
は
、
「
開
悟
詮
得
」
で
は
な
く
、

「
息
悪
修
善
」
に
置
か
れ
て
い
る
。
「
行
善
の
義
は
本
と
腸
依
に
あ
り
」
と
さ

れ
る
よ
う
に
、

行
善
（
H
道
徳
）
の
基
調
が
、

に
よ
り
、
「
修
善
滅
悪
」
の
実
現
が
庶
幾
さ
れ
た
。

こ

と

が

ら

し

げ

し

（

U
｝

「
夫
れ
天
下
の
事
品
、
羅
と
雄
も
、
要
は
悪
を
離
れ
善
を
取
る
に
在
り
、
悪
を
離
れ
善
を
取
る
は
、
必
ず
三
賓
を
以
っ
て
本
と
矯
す
」
の
言

「
篤
敬
三
賀
」
条
と
の
思
想
的
連
闘
を
示
す
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
篤
敬
三
宝
は
、
篤
敬
三
宝
そ
の
こ
と
が

帰
依
（
リ
宗
教
）

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
常
住
法
身
に
帰
依
す
る
こ
と

葉
は
、

目
標
で
は
な
く
、
「
離
悪
取
善
」
の
基
調
を
な
し
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

「
篤
敬
三
蟹
」
条
に
つ
い
て
の
国
学
者
流
の
非
難
は
、
聖
徳
太
子
が
、
篤
敬
三
宝
そ
の
こ
と
の
み
を
強
調
し
た
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
篤
敬
三
賓
」
は
、
「
桂
れ
る
を
直
す
」
と
こ
ろ
の
常
住
法
身
｜
｜
「
第
一
警
ー
ー
の
意
義
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
直
柾
」

の
実
践
的
意
味
を
喪
失
し
た
コ
ニ
由
民
」
は
、

乙
の
場
合
、
「
篤
敬
」
の
対
象
に
価
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
篤
敬
三
賓
の
教
条
は
、
具
体
的
に
、

い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
聖
徳
太
子
の
死
後
．
反
蘇
我
氏
勢
力
の
中
心

と
な
っ
た
山
背
大
兄
王
は
、
皇
極
天
皇
二
年
（
六
四
三
）
に
、
蘇
我
入
鹿
の
軍
兵
の
攻
撃
を
受
け
た
。
山
背
大
兄
王
は
、
父
の
聖
徳
太
子
の
臨



終
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
、
「
諸
の
悪
を
作
す
莫
れ
、
諸
の
善
を
奉
行
せ
よ
」
を
「
永
き
戒
」
と
し
て
い
た
が
、

側
近
の
者
か
ら
、
東
固
に
遁
れ

て
再
起
を
計
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
か
し
戦
闘
の
継
続
は
結
局
、
「
役
－
一
百
姓
こ
「
傷
エ
残
百
姓
乙
こ
と
を
慮
か
り
、

っ
し、

に
そ
の
勧
告
を
斥
け
、
斑
鳩
寺
に
入
っ
て
一
族
こ
と
ご
と
く
自
尽
し
た
。

「
吾
が
情
に
十
年
、
百
姓
を
役
は
じ
と
翼
ふ
」
こ
と
を
理
由
に
、
蘇
我
氏
に
対
す
る
抵
抗
を
断
念
し
た
山
背
大
兄
王
の
進
退
は
、
憲
法
十
七

条
の
、
「
勿
レ
欽
＝
百
姓
こ

（
第
十
二
条
）

「
使
レ
民
以
レ
時
」

（
第
十
六
条
）

な
ど
の
条
々
に
照
応
す
る
と
も
見
ら
れ
よ
う
。

「
傷
＝
残
百
姓
こ

は
、
な
す
べ
か
ら
ざ
る
「
悪
」
で
あ
る
。
そ
し
て
山
背
大
兄
王
の
行
動
に
、
「
篇
敬
三
貧
」
の
具
体
的
実
践
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
「
篤
敬
三
賞
」
の
史
的
意
載
に
つ
い
て
、
他
の
面
か
ら
の
考
察
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

蘇
我
馬
子
の
発
願
に
か
か
る
法
興
寺
の
主
要
伽
藍
が
、
ほ
ぼ
竣
功
し
た
推
古
天
皇
二
年
に
、
摂
政
聖
徳
太
子
お
よ
び
大
臣
蘇
我
馬
子
に
詔
し

て
、
「
三
貴
を
興
隆
せ
し
」
め
た
。
「
是
の
時
、
諸
の
臣
連
等
、
各
君
親
の
恩
の
震
に
、
競
ひ
て
悌
舎
を
造
る
、
即
ち
是
を
寺
と
謂
ふ
」
。

か
く

し
て
族
長
た
ち
の
「
私
寺
」
が
、

相
い
つ
い
で
建
て
ら
れ
る
が
、

蘇
我
民
の
権
力
を
象
徴
す
る
法
興
寺
は
、

諸
々
の
「
私
寺
」

を
従
え
る
形

で
、
飛
鳥
の
都
に
宏
壮
な
殿
堂
を
誇
示
し
た
。

と
こ
ろ
で
三
宝
興
隆

ω詔
が
出
さ
れ
て
か
ら
十
年
後
の
推
古
天
皇
十
二
年
に
、

聖
徳
太
子
は
窟
法
十
七
条
を
作
っ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容

上
、
と
く
に
重
要
な
の
は
、
第
一
条
お
よ
び
第
二
条
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
条
で
は
、
「
和
を
以
て
貴
し
と
震
し
、
杵
ふ
乙
と
無
き
を
宗
と
震
」

す
こ
と
が
説
か
れ
る
。
し
か
し
、
憲
法
十
七
条
そ
の
も
の
が
、

「
人
間
」

一
般
の
立
場
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
臣
・
連
な
ど
の
「
群
臣
」

亦
遥
れ
る

「
人
皆
黛
有
り
、

「
百
寮
」
に
対
す
る
訓
諭
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
第
一
条
が
、
続
い
て
、

ま

者
少
し
、
是
を
以
て
、
或
は
君
父
に
順
は
ず
し
て
乍
た
隣
里
に
違
ふ
」
と
指
摘
す
る
の
は
‘
適
切
で
あ
っ
た
。

「
人
皆
有
黛
」
の
「
葉
」
は
、

臣
・
連
な
ど
の
族
長
を
中
心
と
す
る
民
族
共
同
体
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
連
」
物
部
民
と
「
大
臣
」
蘇
我
氏
の
対
立
や
、

そ
れ
に
従
属

す
る
各
民
族
相
互
の
葛
藤
は
、
「
杵
を
宗
と
講
す
」
と
も
評
さ
れ
よ
う
。
蘇
我
馬
子
に
よ
る
穴
穂
部
皇
子
や
崇
峻
天
皇
殺
害
な
ど
は
、
「
不
順
君

飛
鳥
仏
教
雑
考

七



飛
鳥
仏
教
雑
考

七

父
、
乍
違
一
一
子
隣
里
」
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

か
く
し
て
「
黛
」
に
よ
る
対
立
・
相
魁
を
解
消
す
る
道
が
、
第
二
条
の
「
篤
敬
三
賓
」
に
求
め
ら
れ
た
。

は

な

は

す

〈

な

「
人
占
ん
だ
悪
し
き
も
の
鮮
し
、
能

く
駿
ふ
る
を
も
て
従
ひ
ぬ
、
其
れ
三
貨
に
蹄
り
ま
つ
ら
ず
ば
、
何
を
以
て
か
柾
れ
る
を
直
さ
な
」
。

つ
ま
り
、
「
不
順
君
父
」
の
族
長
は
、
「
矯

君
親
之
思
」
の
仏
舎
建
立
、
す
な
わ
ち
「
篤
敬
三
賓
」
に
よ
り
、
「
柾
れ
る
を
直
」
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
「
君
親
之
思
」
の
「
君
」
は
、
も
と
も
と
天
皇
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
や
や
時
代
は
下
る
が
、
静
明
天
皇
十
三
年
に
着
工
さ
れ
た
山
田

た
め

寺
に
つ
い
て
い
uv
「
凡
そ
此
の
伽
藍
は
、
元
よ
り
自
身
の
故
に
造
れ
る
に
非
ず
、
天
皇
の
奉
震
に
誓
ひ
て
作
れ
る
な
り
」
と
い
っ
た
蘇
我
倉
山
田

石
川
麻
自
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
官
V
か
し
、

「
君
親
の
思
の
矯
め
」
に
伽
藍
を
建
て
る
の
は
、
現
に
「
君
」

（H
天
皇
）
が
、
仏
法
の

外
護
者
と
し
て
、
三
宝
興
隆
の
中
心
的
容
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
紀
の
推
古
天
皇
二
年
条
は
、
思
う
に
仏
教
の
「

（
父
母
・
衆
生
・
国
王
・
三
宝
の
恩
）
に
示
唆
さ
れ
て
、
「
君
親
之
恩
」
を
記
し
た
が
、
し
か
し
「
私
寺
」
を
建
て
た
族
長
が
、
推
古

天
皇
を
「
君
」
と
し
て
素
直
に
理
解
し
て
い
た
か
否
か
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
聖
徳
太
子
を
、
仏
教
外
護
の
「
君
」
と
考
え
る

四
恩
」

と
と
の
方
が
、
自
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

憲
法
十
七
条
で
説
か
れ
る
「
篤
敬
三
賀
」
は
、

「
篤
敬
三
賀
」
そ
の
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
古
代
天
皇
制
国
家
に
お
け
る
宮
人

の
道
徳
規
範
（
H
「
臣
道
」
）

実
現
を
、
究
極
の
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
仏
教
は
、
臣
・
連
ら
の
「
直
桂
」
の
た
め
に
採
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

「
篤
敬
三
賓
」
と
「
神
祇
祭
拝
」
と
を
対
比
す
る
の
は
、
当
を
え
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

憲
法
十
七
条
が
、
神
祇
祭
拝
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
聖
徳
太
子
を
非
難
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
が
、
ま
た
、
憲
法
十
七
条
の

基
調
を
、
仏
教
主
義
と
決
め
る
の
も
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
十
七
条
は
、
推
古
天
皇
を
頂
点
と
す
る
皇
権
伸
張
に
即
応
し
て
作
ら
れ
た
官
人

の
道
徳
規
範
で
あ
る
。

し
か
し
、
憲
法
十
七
条
に
お
い
て
定
位
さ
れ
る
仏
教
の
在
り
方
は
、

「
揖
政
」
聖
徳
太
子
の
「
会
的
」
立
場
か
ら
な
き
れ
た
こ
と
で
あ
り
、



太
子
の
「
私
的
」
な
仏
教
受
容
が
、
右
の
通
り
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
有
賀
長
雄
博
士
が
、
憲
法
十
七
条
の
第
二
条
で
篤
敬
三
宝
を
説
、
き
な
が
ら
、
第
三
条
に
お
い
て
、
三
宝
の
ほ
か
に
人
君
の
尊
む
べ
き
こ

と
を
説
、
き
、
し
か
も
そ
の
所
以
を
、
仏
説
に
求
め
ず
し
て
易
経
に
求
め
た
矛
盾
を
指
摘
し
、

「
是
レ
必
ズ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
、
何
ト
ナ
レ

パ
、
悌
法
ハ
君
父
ノ
道
ヲ
説
ク
コ
ト
甚
ダ
疎
ナ
レ
パ
ナ
り
、
此
ノ
事
ハ
仏
法
ヲ
以
テ
、
日
本
園
民
圏
結
ノ
基
本
ト
シ
難
キ
ヲ
霊
ス
ベ
シ
」
と
論

じ
て
い
る
官

V
か
し
憲
法
十
七
条
が
、
第
二
条
で
「
篤
敬
三
貴
」
を
述
べ
、
第
三
条
で
「
承
詔
必
謹
」
を
説
い
て
い
る
の
は
、

「
三
賓
」
と
「

」
「
瞬
」

「
慎
」
の
道
ぞ
履
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

人
君
」
と
を
並
列
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
｜
｜
天
覆
地
載
の
理
が
示
す
よ
う
に
、
君
臣
上
下
の
分
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
臣
た
る
も
の
は
「
承

こ
れ
に
背
く
の
が
「
悪
」
で
あ
る
。
し
か
も
得
善
滅
悪

こ
の
道
に
遵
う
の
が
「
善
」
で
あ
り
、
「
篤
敬
三
賀
」
と
「
天
覆
地
載
」
と
は
、
何
ら
矛
盾
し
な

「
第
一
義
」
と
し
て
の
「
三
賀
」
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
そ
、

乙
の
時
点
に
お
け
る
仏
法
興
隆
の
主
導
権
が
、
天
皇
の

「
日
本
園
民
圏
結
ノ
基
本
」
と
な
り
う
る
か
否
か
は
、

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仏
教
が
、

掌
中
に
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
乙
の
客
観
条
件
を
無
視
し
て
、
仏
教
と
国
家
と
の
関
係
を
論
ず
る
の
は
、
無
意

味
に
等
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

註
(3) (2) (1) 

『
日
本
脊
紀
通
釈
』
推
古
天
皇
十
二
年
条
。

『
聖
徳
太
子
十
七
憲
法
弁
義
』
（
『
聖
徳
太
子
会
集
』
第
一
巻
所
収
）
。

村
岡
典
嗣
「
憲
法
十
七
条
の
研
究
」
（
『
日
本
恩
組
史
上
の
諮
問
題
』

所
収
）
。

ωωωω

『
勝
翠
経
義
疏
』

ω
篤
敬
三
宝
の
コ
ニ
宝
」
の
意
味
を
、
『
三
経
義
疏
』
に
よ
っ
て
説
く

こ
と
に
つ
い
て
の
批
判
も
あ
る
（
註

ω参
照
）
。

家
永
三
郎
博
士
は
、
聖
徳
太
子
の
信
仰
が
、
常
住
法
身
の
一
体
三
宝

(6) 

飛
鳥
仏
教
雑
考

に
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
恨
拠
と
し
て
、
太
子
墜
作
憲
法
の
第
二

条
の
原
文
に
、
「
仏
法
僧
也
」
の
四
字
が
無
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
『
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
』
所
収
の
「
篤
敬
三
宝
章
の

一
考
察
」
参
照
）
。

m帥
『
維
摩
経
義
疏
』

帥
『
法
華
義
疏
』

帥
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
官
訳
書
。

帥
『
日
本
書
紀
』
孝
徳
天
皇
大
化
五
年
三
月
条
。

帥
有
賀
長
雄
『
日
本
古
代
法
釈
義
』
第
一
章
第
二
節
。

七
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仏
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三

、

聖

徳

太

子

の

仏

教

受

容

天
寿
国
繍
帳
に
載
せ
る
「
世
間
虚
俄
唯
悌
是
民
」
の
言
葉
が
、
内
治
・
外
交
両
面
に
積
極
的
な
新
政
策
を
樹
立
し
た
摂
政
の
聖
徳
太
子
に
、

相
応
し
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
吃
ま
た
維
摩
居
士
に
同
感
し
て
、

「
常
住
民
買
を
嘆
じ
、

「
闘
家
の
事
業
を
煩
ひ
と
為
す
」
と
い
う
の
匂
帝
王
の
任
務
e
守
、
万
民
に
対
す
る
徳
佑
に
帰
す
る
儒
教

し
か
し
、

願
は
く
は
踊
依
と
為
さ
ん
」

と
記

の
政
治
思
想
と
、
著
し
い
対
照
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

聖
徳
太
子
の
仏
教
受
容
に
つ
い
て
、
二
つ
の
顕
著
な
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
仏
教
を
、

「
人
生
の
智
恵
」
と
し
て
理

解
し
た
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
が
現
当
二
世
安
穏
や
死
者
の
追
善
儀
礼
｜
｜
児
術
1
ー
と
し
て
受
容
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
、
聖
徳
太
子
は
、
ぃ

わ
ば
「
人
生
」
を
媒
介
と
し
て
仏
教
に
直
参
し
た
と
い
え
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
百
済
か
ら
伝
来
し
た
仏
教
は
、

「
児
術
」
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
た
。
仏
像
・
経
典
・
荘
厳
具
な
ど
が
斉
ら

さ
れ
た
が
、
し
か
し
伝
道
者
は
居
ら
ず
、
従
っ
て
仏
教
の
「
教
法
」
が
、
直
接
人
々
の
心
に
呼
び
か
け
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
漢
訳
経
典
が

現
在
な
お
「
冗
文
」
の
よ
う
に
読
請
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
仏
教
が
伝
来
の
当
初
か
ら
、

「
教
法
」
と
し
て
で
な
く
、

「
児
術
」
と
し

て
受
容
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
。

飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
造
顕
に
か
か
る
仏
像
の
造
像
銘
か
ら
窺
う
と
、
仏
教
に
対
す
る
祈
願
の
内
容
は
、
治
病
や
死
者
の
追
善
が
最
も
多
い
。

つ
ま
り
自
己
の
「
謹
悟
得
脱
」
は
表
面
に
現
わ
れ
ず
、
仏
教
は
専
ら
、
現
当
二
世
の
利
益
を
保
証
す
る
「
児
術
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
を
、

「
児
術
」
と
し
て
で
な
く
、

「
人
生
の
課
題
」
に
即
し
て
理
解
し
よ
う
と
試
み
た
聖
徳
太
子
は
、
当
時
に
お
い
て
甚
だ
ユ
ニ
ー
ク

な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
否
、
そ
れ
は
太
子
の
時
代
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
著
名
な
仏
教
学
者
は
い
う
、
ー
ー
ー

「
悌
教
の
翼
理
は
、

聖
徳
太
子
に
依
り
て
始
め
て
正
し
き
理
解
を
以
て
日
本
に
移
植
せ
ら
れ
た
、
・
・
・
・
我
等
は
ま
た
太
子
己
後
に
於
て
す
ら



も
、
太
子
程
に
悌
教
の
真
理
を
認
識
せ
る
も
の
の
、
案
外
に
甚
だ
鮮
か
り
し
乙
と
を
思
は
ざ
る
を
得
な
い
」
。

聖
徳
太
子
の
仏
教
の
第
二
の
特
色
は
、

そ
の
内
部
に
国
家
（
権
力
）
と
結
び
つ
く
契
機
を
含
ま
ぬ
乙
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

若
干
の
註
釈
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

辻
善
之
助
博
士
に
よ
れ
ば
、

「
悌
教
の
奨
励
は
嘗
時
外
園
と
の
交
際
の
上
か
ら
見

て
、
文
化
移
植
の
た
め
最
も
効
果
あ
る
方
法
と
考
へ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
随
と
対
等
に
な
ら
う
と
い
ふ
必
要
上
、
特
に
こ
れ
を
勧
め
る
必
要

が
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
従
っ
て
聖
徳
太
子
に
よ
る
仏
教
興
隆
は
、

た
め
に
文
佑
護
遥
の
た
め
に
企
て
ら
れ
た
悌
法
興
隆
で
あ
る
」
。

「
い
は
ば
、
悌
法
そ
れ
自
ら
の
た
め
の
悌
法
興
隆
で
な
く
し
て
、
岡
家
の

右
の
辻
博
士
の
説
は
、
随
で
興
隆
し
て
い
る
仏
法
は
、
日
本
に
お
い
て
も
興
隆
す
る
と
い
う
見
方
｜
｜
歴
史
的
社
会
的
条
件
の
軽
視
乃
無
視

ー
ー
が
前
提
を
な
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
聖
徳
太
子
自
身
の
仏
法
に
対
す
内
的
要
求
が
看
過
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
聖

徳
太
子
に
よ
る
仏
法
興
隆
が
、

「
国
家
」
的
要
請
に
基
づ
い
て
い
る
点
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。

聖
徳
太
子
が
、

「
私
的
」
に
、
仏
教
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
推
古
天
皇
二
年
に
、
聖
徳
太
子
お
よ
び
蘇
我
馬
子

に
対
し
、
三
宝
興
隆
の
詔
が
与
え
ら
れ
た
が
、

こ
の
と
き
、
仏
法
興
隆
の
主
導
総
は
「
大
臣
」
蘇
我
馬
子
の
掌
中
に
あ
り
、

「
摂
政
」
聖
徳
太

子
は
、

「
私
的
」
な
仏
教
帰
依
に
促
さ
れ
て
、
蘇
我
民
に
同
調
し
た
。
し
か
し
推
古
天
皇
は
、
仏
法
興
隆
の
現
状
に
お
い
て
占
め
る
べ
き
天
皇

の
「
公
的
」
な
地
歩
を
見
出
そ
う
と
し
、
か
つ
蘇
我
民
が
有
す
る
仏
法
興
隆
の
主
導
権
を
自
己
の
手
に
収
め
ん
と
し
て
焦
慮
し
て
居
り
、

摂

政
」
聖
徳
太
子
は
、
推
古
天
皇
と
蘇
我
馬
子
と
の
間
に
あ
っ
て
苦
悩
し
た
。

陪
と
対
等
の
外
交
関
係
を
樹
立
し
、
大
陸
文
化
の
移
植
に
積
極
的
で
あ
っ
た
聖
徳
太
子
が
、

「
国
家
」
的
見
地
か
ら
、
仏
教
を
導
入
し
た
と

す
る
こ
と
に
は
、

一
応
の
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
、
か
く
い
う
た
め
に
は
、
仏
法
興
隆
の
主
導
権
が
、
天
皇
の
側
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

の
み
な
ら
ず
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
聖
徳
太
子
が
受
容
し
た
仏
教
そ
の
も
の
の
内
に
、
国
家
的
志
向
｜
｜
護
国

性
ー
ー
が
な
い
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鎮
護
国
家
的
性
格
の
欠
如
は
、
聖
徳
太
子

ω仏
教
の
み
な
ら
ず
、
飛
鳥
時
代
の
仏
教
全
般
に
つ
い
て
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い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
ζ

の
点
に
お
い
て
も
、

天
皇
が
、

仏
法
興
隆
の
時
流
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
事
実
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
飛
鳥
時
代
の
仏
教
は
、
法
興
寺
を
擁
す
る
蘇
我
民
権
力
の
「
鎮
護
」
に
結
び
つ
い
て
い
た
故
に
、
鎮
護
国
家
・
王

法
擁
護
の
任
務
を
果
た
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註

拙
稿
「
聖
徳
太
子
の
苦
悩
」

所
収
）
『
勝
霊
経
義
疏
』

（
『
読
史
会
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』

）
 

9
0
 
（
 
）
 
4
 
（
 
）
 
戸、υ（
 

『
維
摩
経
義
疏
』

余
子
大
栄
『
日
本
仏
教
史
観
』
第
一
部
序
説
。

辻
義
副
之
助
「
聖
徳
太
子
」
（
『
白
木
文
化
一
史
』
別
録
一
所
収
）
。

）
 
2
 
（
 

四

仏

教

受

容

の

三

つ

の

型

日
本
の
古
神
道
に
お
い
て
、
氏
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
の
は
、

「
祖
神
」
で
は
な
く
、
職
業
神
ま
た
は
身
分
に
関
す
る
神
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ

り
そ
の
民
族
が
統
一
さ
れ
て
い
る
守
護
神
で
あ
っ
た
。

よ
い
」
。

「
我
国
の
古
代
に
於
て
は
祖
先
を
以
て
氏
神
と
し
て
を
る
場
合
は
殆
ど
な
い
と
い
っ
て

氏
神
が
民
族
の
守
護
神
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
民
族
と
血
縁
関
係
を
も
た
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
当
時
、
祖
先
崇
拝
が
顕
著
で
な
か
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
古
典
神
話

l
l
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
記
』
の
神
代
史
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
日
本
神
話

（

2
｝
 

「
祖
先
崇
拝
や
氏
神
信
仰
に
闘
す
る
直
接
の
デ
l
タ
は
何
一
っ
そ
こ
に
物
語
ら
れ
て
い
な
い
」
乙
と
も
、

傍
証
と
な
る
で
あ
ろ

丘
町
ノ
。

古
神
道
が
、
祖
先
崇
拝
と
結
び
つ
き
、

「
民
族
的
祖
神
教
」
に
転
移
し
て
行
く
契
機
に
つ
い
て
、
儒
教
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
し

か
し
、
日
本
人
の
精
神
生
活
に
、
祖
先
崇
拝
の
風
習
・
制
度
を
導
入
し
た
の
は
、
主
と
し
て
仏
教
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

推
古
天
皇
二
年
に
三
宝
興
隆
の
詔
が
出
さ
れ
、
諸
々
の
臣
や
連
の
族
長
は
、

「
各
君
親
の
恩

ω矯
め
に
、
競
ひ
て
悌
舎
を
造
」
っ
た
。



民
族
共
同
体
の
守
護
神
で
あ
り
、
ま
た
精
神
的
組
帯
の
意
味
を
も
っ
「
民
神
」
の
祭
聞
は
、
こ
れ
ま
で
族
長
に
よ
り
独
占
さ
れ
て
い
た
。

乙
の
時
点
に
お
い
て
、
族
長
層
に
よ
る
仏
教
受
容
が
、

「
震
君
親
之
恩
」
す
な
わ
ち
祖
先
崇
拝
を
契
機
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か

で
あ
る
。

仏
教
受
容
を
考
察
す
る
場
合
、
個
人
的
受
容
・
民
族
的
受
容
・
国
家
的
受
容
の
三
つ
の
型
を
想
定
す
る
乙
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下

乙
れ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
い
。

（
一
）
個
人
的
受
容
。
現
世
に
お
け
る
病
気
平
癒
（
法
隆
寺
金
堂
薬
師
如
来
光
背
銘
）
や
転
病
延
寿
（
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
如
来
光
背
銘
）
ま
た
現
身
安

穏
（
法
隆
寺
献
納
甲
賀
在
銘
釈
迦
如
来
光
背
銘
）
を
仏
に
祈
願
す
る
の
は
、
こ
の
部
類
に
入
る
。
し
か
し
仏
教
の
保
証
す
る
現
世
の
利
益
は
、

そ
の

ま
ま
後
世
に
ま
で
延
長
さ
れ
る
の
で
、
「
転
病
延
寿
」
と
「
往
登
浄
土
」
と
の
聞
に
は
、
本
質
的
な
区
別
が
な
く
、
ま
た
父
母
の
「
現
身
安
穏
」

は
、
後
世
の
「
速
皇
浄
土
」
と
連
続
し
て
い
る
。
だ
か
ら
仏
教
の
個
人
的
受
容
も
、
お
の
ず
か
ら
祖
先
崇
拝
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

現
世
の
利
益
を
願
う
（
一
）
個
人
的
受
容
と
区
別
し
て
、
血
縁
者
の
後
世
の
利
益
（
追
善
H
祖
先
崇
拝
）
を
主
と
す
る
仏
教
受
容
を
、
（
ニ
）

民
族
的
受
容
と
名
づ
け
よ
う
。
乙
の
場
合
、
と
く
に
重
要
な
の
は
、
族
長
に
よ
る
民
族
共
同
体
支
配
を
宗
教
的
に
権
威
づ
け
て
い
た
民
神
の
祭

組
権
が
、
い
ま
や
「
民
寺
」
を
建
て
た
族
長
に
よ
り
、

仏
事
法
会
を
媒
介
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
推
古
天
皇
十
四
年
四
月

に
、
金
銅
仏
像
を
元
興
寺
金
堂
に
安
置
し
た
が
、
「
是
の
年
よ
り
初
め
て
寺
毎
に
四
月
八
日
、
七
月
十
五
日
に
、
設
粛
せ
し
む
」
と
あ
る
の
は
、

四
月
八
日
の
濯
仏
会
と
と
も
に
、

七
月
十
五
日
の
孟
蘭
盆
会
が
、

「
寺
毎
に
」
｜
｜
「
諸
臣
連
等
、

各
露
－
－
君
親
之
思
一
、

競
造
－
一
悌
舎
一
、

即

是
調
レ
寺
鷲
」
｜
｜
す
な
わ
ち
族
長
の
「
私
寺
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
ζ
と
を
意
味
す
る
。

孟
蘭
盆
会
は
、
周
知
の
よ
う
に
年
々
七
月
十
五
日

に
法
会
を
設
け
て
仏
お
よ
び
僧
に
布
施
し
、
も
っ
て
「
七
世
父
母
」
の
報
思
に
資
す
る
法
会
で
あ
っ
た
。
な
お
孝
徳
天
皇
大
化
三
年
に
七
色
十

三
階
の
冠
制
を
定
め
た
際
、

「
冠
は
大
食
、
饗
客
、

四
月
、

七
月
の
粛
時
に
着
る
所
な
り
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

蘇
我
民
の
滅
亡
後
に

は
、
謹
仏
会
と
な
ら
ん
で
孟
蘭
盆
会
が
、
宮
廷
の
年
中
行
事
に
な
っ
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
祖
先
崇
拝
を
本
旨
と
す
る
孟
蘭
盆
会
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は
、
宮
廷
に
お
け
る
恒
例
の
法
会
に
な
る
前
に
、
相
当
の
期
間
、
族
長
ら
の
「
私
寺
」
で
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

族
長
は
、
こ
れ
ま
で
独
占
掌
握
し
て
い
た
民
神
祭
杷
の
権
能
の
ほ
か
に
、
仏
教
伝
来
以
降
、

「
私
寺
」
｜
｜
主
と
し
て
祖
先
崇
拝
の
追
善
法

会
を
行
う
場
所
ー
ー
の
建
立
・
管
理
の
権
能
を
新
た
に
獲
得
し
た
。
そ
し
て
民
族
共
同
体
の
守
護
神
と
し
て
の
民
神
祭
杷
と
、
仏
教
に
よ
っ
て

導
入
さ
れ
た
祖
先
崇
拝
と
は
、
相
互
に
何
ら
対
立
矛
盾
せ
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
両
者
あ
い
ま
っ
て
、
族
長
の
地
位
と
権
力
と
を
強
佑
す

る
の
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

蘇
我
民
の
法
興
寺
が
、

「
大
臣
」
蘇
我
民
の
絶
大
な
権
力
の
象
徴
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
族
長
が
建
て
た
「
私
寺
」
は
、
対
内
的
に
は
民
族
共

同
体
に
お
け
る
族
長
の
権
力
を
、
そ
し
て
対
外
的
に
は
、
族
長
の
有
す
る
地
位
・
身
分
を
表
現
し
た
。

飛
鳥
時
代
の
寺
院
と
し
て
、
遺
物
遺
蹟
の
上
か
ら
、
ま
た
文
献
の
上
か
ら
、
そ
の
寄
在
の
立
証
さ
れ
る
も
の
は
四
十
九
を
数
え
る
が
、
こ
れ

ら
の
寺
院
は
、
個
人
ま
た
は
そ
の
一
族
の
、
過
去
お
よ
び
未
来
に
わ
た
る
福
利
繁
栄
を
保
証
す
べ
く
建
て
ら
れ
た
「
民
寺
」
で
あ
り
、
し
か
も

ミ蓄
の
附
近
I乙
は

常
に
古
墳
の
多
く
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

飛
鳥
時
代
に
お
い
て
、

古
墳
と
寺
と
民
族
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ

江
田
船
山
古
墳
出
土
の
大
万
は
、

五
世
紀
中
葉
の
製
作
と
考
え
ら
れ
、

漢
字
使
用
の
状
態
を
示
す
好
個
の
遺
物
で
あ
る
が
、

そ
の
銘
の
中

t乙、

「
服
此
刀
者
長
寿
、
子
孫
注
々
得
ロ
恩
也
、
不
失
其
所
統
」
と
め
る
の
は
、
思
う
に
こ
の
大
万
を
楓
服
し
た
族
長
が
、
自
己
の
長
寿
と
統

治
権
の
保
証
を
、
大
万
の
児
術
性
に
伺
い
で
い
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
。
－
も
っ
と
も
大
万
の
み
に
限
ら
ず
、
玉
や
鏡
の
類
も
、
族
長
の
権
力

の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
仏
教
は
、
や
が
て
大
刀
（
玉
や
鏡
も
同
様
）
に
代
替
し
て
、
族
長
の
統
治
権
や
長
寿
を

保
証
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
刀
に
托
さ
れ
て
い
た
統
治
権
の
保
証
は
、
仏
お
よ
び
祖
先
崇
拝
｜
｜
「
七
世
父
母
」
の
権
威

・
ー
ー
の
児
力
に
置
き
換
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

仏
教
の
（
ニ
）
民
族
的
受
容
は
、
族
長
の
統
治
権
を
強
化
す
る
方
向
に
進
ん
だ
の
で
み
の
り
、
弱
化
す
る
方
向
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
。
つ



ま
り
仏
教
は
、
と
く
に
祖
先
崇
拝
を
媒
介
と
し
て
族
長
層
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
族
長
層
が
、
仏
教
受
容
に
積
極
的
で
あ
っ
た
理
由
の
一

つ
は
、

こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
、

こ
れ
ま
で
神
や
大
万
な
ど
に
求
め
ら
れ
て
い
た
「
治
病
」
や
「
延
命
長
寿
」
の
現
世
利
益
は
、
来
世
の
利
益
を
も
伴
う
仏
教
に
よ
っ

て
、
保
証
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
現
当
二
世
の
利
益
は
、
仏
教
の
（
一
）
個
人
的
受
容
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
仏
の
出
現

！
l
「
冗
術
」
と
し
て
の
仏
教
の
伝
来

l
lは
、
当
時
の
日
本
人
に
よ
っ
て
、

「
異
教
」
の
装
い
を
も
つ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

飛
鳥
時
代
の
仏
教
は
、

（
一
）
個
人
的
受
容
、

（
ニ
）
民
族
的
受
容
の
二
つ
に
限
ら
れ
る
が
、

こ
こ
に
、

（
三
）
国
家
的
受
容
を
認
め
る
見

解
が
提
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
林
屋
辰
三
郎
民
に
よ
れ
ば
、

「
各
民
族
神
の
も
つ
封
鎖
的
傾
向
に
比
す
れ
ば
、
仏
教
信
仰
は
は
る
か
に
普
遍

て的
いな

勺盤
カt
あ
っ
た
の
で
あ
1一ー

り

「
仏
教
を
国
家
統
一
の
支
柱
に
し
よ
う
と
い
う
理
組
の
達
成
」
に
、
聖
徳
太
子
出
現
の
意
義
が
か
け
ら
れ

仏
教
が
、
神
道
に
較
べ
て
普
遍
的
な
地
盤
を
も
つ
こ
と
、
ま
た
仏
教
に
よ
っ
て
、
圏
内
の
思
想
統
一
に
資
そ
う
と
す
る
支
配
者
の
意
図
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
飛
鳥
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
主
導
権
は
、

仏
法
興
隆
の
先
頭
に
立
つ
大
臣
蘇
我
民
に
よ
っ
て
把
握
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

り
、
推
古
天
皇
は
、
蘇
我
民
に
代
っ
て
、

そ
の
主
導
権
を
と
る
こ
と
に
魔
心
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
仏
教
の
（
三
）
国
家
的
受
容
は
、

次
の
野
明
天
皇
の
百
済
大
寺
建
立
に
始
ま
る
が
、
し
か
も
そ
の
完
全
な
実
現
、
す
な
わ
ち
天
皇
自
身
に
よ
る
仏
教
（
寺
院
お
よ
び
僧
尼
）
の
完

全
掌
握
は
、
大
宮
大
寺
を
建
立
し
た
天
武
天
皇
の
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

か
つ
て
井
上
光
貞
民
が
、

「
か
の
奈
良
時
代
の
鎮
護
国
家
の
仏
教
と
、
太
子
（
聖
徳
）
の
統
一
国
家
に
お
け
る
仏
教
を
、
ひ
と
し
く
国
家
的

な
仏
教
と
し
て
同
一
線
上
に
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
批
判
的
た
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
、

「
僧
尼
令
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
ご
と
き

仏
教
の
権
力
に
よ
る
国
家
へ
の
隷
属
佑
と
い
う
側
面
」
お
よ
び
「
国
家
祭
把
と
し
て
の
呪
術
的
側
面
」
の
二
つ
の
要
素

l
l律
令
国
家
の
鎮
護

国
家
仏
教
の
概
念
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ー
ー
は
、

「
太
子
の
憲
法
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
敬
三
宝
』
の
仏
教
の
中
に
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
お

飛
鳥
仏
教
雑
考

七
1L 



飛
鳥
仏
教
雑
考

も
う
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
匂
有
益
で
あ
っ
た
。

自
身
、

八。

蘇
我
氏
に
よ
る
仏
教
受
容
も
、

（
一
）
個
人
的
受
容
、
お
よ
び
（
二
）
民
族
的
受
容
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
蘇
我
氏

「
大
連
」
物
部
守
屋
を
打
倒
し
た
権
勢
者
と
し
て
、
ま
た
過
去
半
世
紀
の
間
、
仏
教
興
隆
に
揖
ま
ぬ
努
力
を
致
し
た
外
護
者
と
し
て
、

い
ま
や
卓
絶
し
た
権
力
と
権
威
を
一
身
に
集
中
し
た
こ
と
は
、
結
果
的
に
、

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

註
(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

原
出
敏
明
『
日
本
古
代
宗
教
』
一
一
一
七
頁
。

竹
出
聴
洲
『
組
先
崇
拝
』
一
三
七
真
。

村
岡
典
嗣
『
神
道
史
』
一
二
O
l三
一
頁
。

石
田
茂
作
『
総
説
飛
鳥
時
代
寺
院
祉
の
研
究
』
一
一
一
二
｜
二
六
頁
。

同
右
『
仏
教
の
初
期
文
化
』
（
岩
波
講
座
「
日
本
臨
史
」
所
収
）
。

林
屋
辰
三
郎
「
継
趨
・
欽
明
朝
内
乱
の
史
的
分
折
」
（
『
古
代
国
家

の
解
体
』
所
収
）
。

弁
上
光
貞
「
古
代
仏
教
思
組
史
研
究
の
動
向
」

O
の
一
所
載
）
。

(7) 

（
『
史
学
雑
誌
』
ム
ハ

「
大
臣
」
蘇
我
氏
の
仏
教
受
容
を
、
国
家
的
な
規
模
に
ま
で
拡
大
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Essay on the Buddhism in the Asuka(m~)Era 

by Encho Tamura 

It is no wonder that the Constitutfon of Seventeen Articles ( + 
-1::;~~7*) did not have the provision for the Shinto worship (:Ml 

fit\;), because the Constitu#on was the moral norm, which was not 

included in the thought of Shintoism. 

Therefore the article .. Revere piously the Three Treasieres (Buddha, 

. Buddhism, and priests)" in the Constz"tution aimed at the realiz­

ation of the moral norm of the government officials within the 

ancient state of the Tenno system, providing .. Never do varfous 
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acts of wickedness, do various goodnesses." 

But Prince Shotoku (IUi::t:-:f) thought Buddhism the wisdom 

of life, so there could not be found the moment to combine Bud­

dhism with the state in his personal belief in Buddhism. 

The initiative of the Buddhist belief of that era had been gr­

asped by the Clan Soga (~R~), and Tenno Suiko (f!Etf::R~) was 

endeavoring to win back that initiative to the side of Tenno. 

Therefore Prince Shotoku's attitude of personal belief in Bud­

dhism contradicted with the political attitude of the Tenno, and 

he suffered seriously. 

Besides this receiving method of Buddhism by the Prince, Bud­

dhism was being received personally, clannishly, and govern­

mentally, but, in eace case, their Buddhist belief purposed mainly 

the ancestor worship and the realization of secular interests. 
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